
日本成長戦略の基本的考え方

17の戦略分野 分野横断的課題

事業活動の持続性向上

サイバーセキュリティ

イノベーション力強化

スタートアップ

⚫ 我が国に圧倒的に足りない国内投資を徹底的にてこ入れする。「危機管理投資」「成長投資」により、世界共通の課
題解決に資する製品等を開発し、国内外に提供することで、日本の成長につなげる。

⚫ これにより、安全と安心を確保し、所得を増やし、消費マインドを改善し、事業収益が上がり、税収が自然増に向かう
「強い経済」の好循環を実現する。

国内の様々なリスクを最小化する「危機管理投資」、先端技術を
花開かせる「成長投資」といった官民の戦略的な国内投資を加速化

17の戦略分野の国内投資を実現するための課題に対応し、
17分野で先行する投資を日本全国に拡大する環境を整備

新技術立国・競争力強化

官民双方の行動変容による国内投資推進のための基盤整備

グローバル産業の競争力強化 × ローカル産業の生産性向上

人材の確保・育成

人材育成 労働市場改革 家事等の負担軽減

リスクマネー
の供給

現場・専門人材
の確保

スタートアップ
技術の取り込み・
イノベーション促進

デュアルユースも含めた
サプライチェーン
強靭化・国際連携

複数年度投資可能な
予見可能性の確保

成長投資に向けた
企業経営改革

成長投資を可能とするリスクマネー供給強化

金融

17の戦略分野から
洗い出された課題

投資と賃上げの好循環創出

賃上げ環境整備

持続的な成長のための時間軸を意識した複線的投資

⚫ 時間軸を意識し、足下の収益源、次の稼ぎ頭、未来に向けた成長の芽に
複線的にアプローチする官民投資を通じて、持続的な成長を実現する。

イノベーションを通じた成長

⚫ 我が国が強みを有する
先端技術等への「成長
投資」により、国内におけ

る早期の社会実装、海
外市場への展開を実現
し、成長につなげる。

自律性・不可欠性を起点とした成長

⚫ 経済安全保障、食料安全保障、エネル
ギー・資源安全保障、健康医療安全保障、
国土強靱化対策、サイバーセキュリティなどの

様々なリスクに対する「危機管理投資」により、
「自律性」・「不可欠性」を有する製品・技術
等を強化し、国内外へ提供することで、成長

につなげる。
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成長の加速装置となるAIトランスフォーメーション(AX)による高付加価値化

⚫ 豊富な現場データとものづくりの基盤等の日本の強みを活かすフィジカルAIの
構築を軸に、無人化・省力化のみならず全産業の高度化を進め、人口減

少下でも高付加価値を生む。

ＡＩ・半導体 量子情報通信
デジタル・

サイバーセキュリティ

安全なサイバー空間
の確保

地方経済への
波及
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